
開催日程： 2022年5月21日(土）、22日(日)
開催場所： 仙台国際センター展示棟会議室１

新型コロナウイルスの感染拡大により、生活や仕事などあらゆる面に変革が起きています。
オンラインツールの活用が高まるとともに、人とのつながりの大切さも再認識しました。
遠隔医療による治療支援が広まり、リモートでの医療従事者-患者間、医療従事者間の
コミュニケーションも増え、医療のコミュニケーションのあり方も少しずつ変化しています。
今回は、米国MDアンダーソンがんセンターのがんチーム医療のエッセンスを日本語で提供します。
セミナーを通してチームビルディングスキルを学び、東北を中心に地域での
がん医療の課題とチーム医療について考えます。

チームオンコロジーセミナーオールジャパン2022
Japan TeamOncology Program 

プログラム案

5月21日（土） 10:30 – 18:30

5月22日（日） 8:30 – 15:30

※裏面に募集要項（応募方法など）を記載しています。ご確認ください。

主 催：一般社団法人オンコロジー教育推進プロジェクト　　企画：つな学2022実行委員会　　
後 援：仙台市医師会、宮城県医師会、宮城県看護協会、宮城県薬剤師会、宮城県理学療法士会、東北大学病院

〒980-0856 宮城県仙台市青葉区青葉山無番地

～日本のみんなとつながるがんチーム医療～

オ ー プ ニ ン グ ：  
講　　　　　演： 「リーダーシップとチーム医療」
 　
講　　　　　演： 「チーム医療の実践になぜ自己理解が必要なの？」
 　　
ランチョンセミナー（共催：エーザイ株式会社、日本イーライリリー株式会社）
講　　　　　演： 「地方と都市を循環して取り組む地域医療の課題」
    
 「その人らしく生きるを支える ～看護師の視点から考えるチーム医療と連携〜」
 　
 「薬剤師の立場から見たチーム医療推進の取り組み」
 　
グループワーク：　「東北医療連携の促進に向けた活動を見出す」          
イブニングセミナー（共催：アストラゼネカ株式会社）

モ ー ニ ン グ セ ミ ナ ー （共催：第一三共株式会社） 
講　　　　　演： 「早期からの緩和ケアとアドバンス・ケア・プランニングの重要性」
 　　
パネルディスカッション
講　　　　　演： 「遠隔看護システムの開発と今後への課題」

グループワーク：　「東北医療連携の促進に向けた活動を見出す」
ランチョンセミナー（共催：協和キリン株式会社、 セルトリオン・ヘルスケア・ジャパン株式会社）
グループ発表

足立乳腺クリニック　院長 柏葉 　匡寛
　　　
テキサス大学MDアンダーソンがんセンター　乳腺腫瘍内科教授 上野 　直人

国立がん研究センター中央病院　薬剤部 大里 　洋一

やまと在宅診療所　医師 田上 　佑輔

宮城県立がんセンター　看護部 佐々木 理衣

宮城県立がんセンター　薬剤部 土屋 　雅美

東北大学大学院医学系研究科　緩和医療学分野教授 井上 　彰

　　　
福井大学医学部看護学講座　臨床看護学分野教授 佐藤　大介
　



対 　 　 　 象 ：

参 　 加 　 費 ：
申 込 受 付 期 間 ：
申 込 受 付 登 録 ：

締  め  切  り ：

がん医療に携わる医師、薬剤師、看護師、栄養士、理学療法士、
ソーシャルワーカー、遺伝カウンセラーなど、医療従事者 50名
※施設単位（医師、看護師、薬剤師、ほかのチーム）でのお申し込みも可能です。
6,000円
2022年 3月28日（月）～4月2１日（木）
QRコードからご登録ください。
または、下記サイトの登録用 URLからご登録お申込みください。
https://forms.gle/Z8VwsgEHTGopfMKP8
20２2年4月2１日（木）
※応募者多数の場合は、締切りを早めることもあります。なお、申し込み順、職種、地域などを考慮して
　選抜させていただくことがあります。参加の可否については改めてご連絡させていただきます。 

【募集要項】

主 催：一般社団法人オンコロジー教育推進プロジェクト 　　企画：つな学2022実行委員会　　
後 援：仙台市医師会、宮城県医師会、宮城県看護協会、宮城県薬剤師会、宮城県理学療法士会、東北大学病院

チームオンコロジーセミナーオールジャパン2022
Japan TeamOncology Program 

～日本のみんなとつながるがんチーム医療～

●会場
仙台国際センター展示棟会議室１
〒980-0856　仙台市青葉区青葉山

●収容人数
117名

●感染対策
・事前の体調チェック
・密にならないようなスペースの管理
・ 十分な換気
・消毒剤設置
・非接触温度計、AI体温検知カメラ装置

＜感染対策＞
＊ 本会場では新型コロナウイルス感染症対策を講じております
     http://www.aobayama.jp/corona/
＊ 参加者同士の十分なソーシャルディスタンスを保った会場レイアウトを準備しております
＊ 当日は検温、手指消毒、換気の徹底に加え、参加者の皆様の体調確認をさせていただきます

※感染状況によって、オンラインに切り替わる可能性がありますことご了承ください。

写真提供：青葉山コンソーシアム


